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・CO2を間接的に削減
・海洋環境改善活動の支援

⇒社会貢献による組織価値
向上

企業・団体等
（クレジット購入者）

・活動資金の確保
・社会的認知度の向上

⇒取り組み活性化・持続可
能性の向上

カーボンオフセット
（埋め合わせ）

ＮＰＯ・市民団体等
（クレジット創出者）

排出量の把握
▼

削減努力
▼

どうしても減らせない
排出量 削減・吸収

ゼロエミ目標 運営事務局

第三者機関
審査認証委員会

カーボンクレジット制度

炭素クレジット

資金・人材

ＪブルークレジットⓇ
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Fries et al. (PLOS Clim. 2022)

世界におけるブルカーボン・クレジット
取引概要

規模感は面積ベース、金額ベースでは不可能

ＪブルークレジットⓇ
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これまでの認証実績

ＪブルークレジットⓇ

https://www.blueeconomy.jp/credit/

年度
認証

サイト数
認証量

（トンCO2）

2020 1 22.8 
2021 4 80.4 
2022 21 3733.1 
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対象となるプロジェクト

天然

人工構造物

養殖

ＪブルークレジットⓇ
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対象となるプロジェクト

◆天然・養殖・人工構造物すべてOK!

ただし

◆「自主的」な活動の結果、吸収量が増加し
たことをBefore-After, Control-Impact 
(BACI)から示されること（ベースライン）

◆クレジット取得が、吸収量維持や増加のた
めに必要であり、かつ、クレジット売却に
よる資金が、活動維持や発展につながるこ
と（追加性）

ＪブルークレジットⓇ
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Voluntary Carbon Markets: An Overview Spotlight Review（Financial Markets Standards Board, 2022）

ボラクレ：永続性と追加性の評価

永続性長い→

追
加
性
高
い
→

制
度
適
用
で
採
算
合
う
→

制
度
適
用
で
さ
ら
な
る
削
減
・
除
去
→

カーボンクレジット制度
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◆譲渡総量：64.5 t-CO2

◆購入総額：4,696,641円

（税抜き）

◆平均単価：72,816円/t-CO2

（税抜き）

ＪブルークレジットⓇ

2021年度のJブルークレジットⓇ

取引概要
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19.4 t-CO2

JBC初
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ＪブルークレジットⓇ
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創出者らが主張した特記事項

ＪブルークレジットⓇ

….このプロジェクトの1年間の実施により
、食料供給（メバルなどの魚介類の漁獲が
年間745kg増加）、水質浄化（海の生物に
よるCODの浄化量が年間1.2トン増加）、種
の保全（この海域で生息する海生生物が28
種類増加）という複数の環境価値（コベネ
フィット）が増加し、
その経済価値は約1800万円と評価されまし
た。…
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